
駄スケート
文化を後世に
皇太子時代の昭和天皇に献上示す文献2点

諏訪湖博物館に寄贈された下駄
スケートに関する史料2点

小
林
㌔
一
諏
訪
湖
博
物
館
に
史
料
寄
贈

訪
　
　
下
駄
ス
ケ
ー
ト
発
祥
の
地
で
あ
る
下
諏
訪

叫
　
町
の
諏
訪
湖
博
物
館
・
赤
彦
記
念
館
に
、
下

叫
　
駄
ス
ケ
ー
ト
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
2
点
が

叫
　
寄
贈
さ
れ
た
。
1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
、

叫
　
諏
訪
で
金
物
雑
貨
店
を
営
ん
で
い
た
小
林
債

「
　
三
郎
さ
ん
が
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇
に
下

駄
ス
ケ
ー
ト
を
献
上
し
た
こ
と
を
示
す
史

料
。
小
林
さ
ん
の
孫
の
故
小
林
政
信
さ
ん
が

受
け
継
い
で
い
た
も
の
で
、
政
信
さ
ん
の
妻

節
子
さ
ん
（
撃
＝
諏
訪
市
諏
訪
＝
が
夫
の
遺

志
を
継
い
で
同
館
に
託
し
た
。
（
浜
武
司
）

諏
訪
湖
で
ス
ケ
ー
ト
が
始
ま
っ

た
の
は
明
治
中
期
で
、
鉄
道
開
通

を
機
に
多
く
の
人
が
東
京
方
面
か

ら
訪
れ
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
。
t
か
し
当
時
の
ス
ケ
ー
ト

靴
は
海
外
製
の
高
価
な
靴
だ
っ
た

た
め
、
下
諏
訪
宿
の
飾
職
・
河
西

準
之
助
が
安
価
な
下
駄
ス
ケ
ー
ト

を
考
案
。
ス
ケ
ー
ト
文
化
の
普
及

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
諏
訪
湖
博

物
館
の
敷
地
内
に
は
「
下
駄
ス
ケ

ー
ト
発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
が
建

っ
て
い
る
。

寄
贈
史
料
の
一
つ
は
、
長
野
県

を
訪
れ
た
皇
太
子
様
に
偉
三
郎
さ

ん
が
県
を
通
じ
て
下
駄
ス
ケ
ー
ト

を
献
上
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
宮

内
庁
東
宮
職
か
ら
出
さ
れ
た
献
上

書
。
も
う
「
つ
は
、
献
上
書
が
入

っ
た
額
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
献
上
書
と
と
も
に
億
三
郎

き
ん
に
送
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
諏

訪
郡
役
所
か
ら
の
書
簡
。

節
子
さ
ん
は
」
同
館
の
下
駄
ス

ケ
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
登
録
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
「
下
駄
ス
ケ
ー

ト
発
祥
の
下
諏
訪
で
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
い
う
亡
き
夫
の
遺
志
を

尊
重
し
て
寄
贈
す
る
こ
と
に
。
「
よ

う
や
く
夫
の
思
い
が
日
の
目
を
見

た
。
諏
訪
の
ス
ヶ
ー
ト
文
化
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

同
館
で
は
「
残
さ
れ
て
い
る
下

駄
ス
ケ
ー
ト
は
多
く
あ
る
が
、
文

献
は
少
な
い
。
下
諏
訪
の
歴
史
、

諏
訪
の
ス
ケ
ー
ト
文
化
を
伝
え
る

貴
重
な
史
料
」
と
し
て
お
り
、
大

切
に
保
管
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
公

開
す
る
と
し
て
い
る
。


